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事務事業名地域子ども会活動費補助事業

19
基本事業： 01青少年の学習機会、体験活動の充実 担当部 教育部

基本事業の
成果指標

①子どもの家庭・地域での体験活動が充分だと思う市民の割合
②学校の授業以外で体験活動をしている児童の割合
③学校の授業以外で体験活動をしている生徒の割合

担当課 生涯学習課

担当係 生涯学習・青少年担当

単位子ども会（地域子ども会） 地域社会を基盤として展開される子どもたち自身の自発的、自主的な活動
を行う団体であるところの子ども会を財政的に支援する。「子ども会活動
」を行っている市内の子ども会に対し、補助金の交付を行う。

【手続きの流れ】申請希望調査　→　説明会　→　申請　→　書類審査　
→　子ども会員数集計　→　補助金額算定　→　補助金交付決定　→　交
付　→　実績報告

【補助金額】＝【一律基本額：10,000円 ＋ 人員割額：（R3：600円、R4
：570円　R5:550円）×会員数】で算出

各単位子ども会の活動内容は、まつりや敬老会等での地域交流会、ラジオ
体操、レクリエーション活動、もちつきなど様々な活動の企画や運営を実
施している。　

単位子ども会の活性化を図る。
子ども達の体験活動を充実させるとともに、親の教育力を
高め学習機会を充実させる。

計画年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

子ども会員数

活動回数

3,339 3,5003,237 3,300 3,300

551 611 800 800 850

成果指標名称 単位 目標
04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
2,393 2,369 2,400 2,400計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0 0
0
0

0 0 0
0 0 0

0 0 0 0
2,393 2,369 2,400 2,400

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.2 0.2 0.2
1,546 1,563 1,605
3,939 3,932 4,005 2,400

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

○

●

①子ども会員数：会員数が増加した子ども会も一部あるものの、多くの子ども会で会員数が減少している。
②活動回数：新型コロナウイルス感染症の５類移行により、子ども会の活動回数は徐々に回復している。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）
維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は中

中程度

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

あり

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

会員数は横ばいであるため、補助金を活用して更なる子ども会活
動が進むよう、補助金制度の周知を行う。
各自治会の子ども会育成会の組織の有無、活動状況等の実態調査
を行い、現状把握が必要である。

個人情報取得について検討する必要がある。

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

地域社会を基礎として展開される、子ども達自身の自発的、自主
的な団体である「地域子ども会」を支援する事業。
親や子ども達の価値観の多様化により、子ども会活動に対する認
識が薄らいでいる。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

人

回

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


